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9．「大和にある女」君 第１段 第 20 段 
















































































12．「宮なりける」母の子への思い 第 84 段 












13．「あてなる女の尼」になった女君 第 102 段 第 104 段 第 16 段 


























えと 14 年とする考え※12 があるが、夫婦の生活を考えると「まことにむつまじきことこそな









































































































































備されていなかった頃のことで、在原業平の実在（元慶 4 年〈880〉56 才没）よりも 50 年
ほども前のことという設定がされていることになる※19。因にこの男の歌は『古今和歌集』巻

























































































※7 竹岡正夫（1987）『伊勢物語全評釈』右文書院 P313 
※8 同上 P1516・1519 
※9 同上 P1517 
※10 同上 P560 
※11 森野宗明（1972）『伊勢物語』講談社 P210 
※12 『全評釈』 P362 
※13 同上 P401 
※14 同上 P32 
※15 同上 P1348 
※16 本文校注 P48 
※17 『全評釈』 P617・618 
※18 本文校注 P49 
※19 『全評釈』 P78 
※20 同上 P472 
※21 同上 P470 
※22 本文校注 P38 
※23 同上 P38 
※24 同上 P36 
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